
線形詐画法による田植時期の作業言十画表の作成手順

1．調査のねらい

　　農業経営の診断・設計に多く利用されるのが線形計画湊（L　P）である。その場合、作物別の

適正規模の決定が主であり、作業俸系からみた作付可能面積や、作業計画などに利用されること

は少ない。そこで、田植時期を取り上げ作業計画表の作成手順を検討した。

2．調奪方法

　　プログラムソフトについては、農業研究セソターで開発された線形計画法ソフト（MS－DOS

版線形計画法　Ve　r5力1）を利用して行った。　　　．衷一1燃舳一ン化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要日雷1竃1濤1豊1濤1害日駕管サ1塞1豊1簑1豊1雲1穿日隻1豊・婆

a　調査結果及び考察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣‘代か．さ　　　　　　雷柚　　　　　　　　　　　恋尊知鮎
（・）単体表を組むに当た一ての作業のバ／一ン化鬼＜万ソ；富；・相ζ1－1＞

　　　田植目を基準として関連作業実施目のバター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1．〈一＞の蘭に作烈を災施する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．燃名の1：の0内の鐵多庖10a当たOの作采崎胴を示す、ま庄◇内の籔字は11傲の
　　ソ化（表一1）を図る。　　　　　　　　　　　醐酬を肘．

　　　以上のことをふまえて、由植を4月26目から5月5目の10目問として（ソフトの規制に

　　より）、目別で単俸表を組む。

（2）単体表の作成に当たっての留意点（単位は10a当たり）

　　　単俸表の概要は表一2である。プロセスは、田植及ぴ関連作業実施日をあげている。

　　1）利益係数（Z－C）については、田植日に利益係数を入れ、その他の作業については0．0

　　　を入れる。

　　2）制約量については、①田植と植代かきの関係：田植を1単位実施するためには、植代を1

　　　単位完了していなけれぽならない。植代かきの作業実施期間が3目問あるので、この条件式

　　　を表一2の①のように作業実施目に組み入れる。　②田植と補植の関係：田植を1単位実施

　　　したら補植を1単位実施しなけれぱならない。補植の作業実施期間が3目問あるので、この

　　　条件式を表一2の②のように作業実施日に組み入れる。　③田植と除草剤散布の関係：田植

　　　を1単位実施したら、除章剤散布を1単位実施しなけれぱならない。除草剤散布の作業実施

　　　期間が3目間あるので、この条件式を表一2の③のように作業実施目に組み入れる。　④労

　　　働カ制限：田植作業十関連作業目数（月日）を設定し、一日当たりの総労働時間の制約量を

　　　入れる。次に作業実施日に技術係数（1乍業時間）を表一2の④のように組み入れる。　⑤オ

　　　ペレータ制限：田植咋業実施日を設定し、田植機の一日当たりの稼動時聞の制約量を表一2

　　　⑤のように組み入れる。また、トラクタ（植代）も同様である。

（3）作業計画表の作成

　　　計算挿果の最適解の稼動水準を表一3に転記し、田植時期の咋業計画表を咋成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　企画経営部　樋山宏幸）
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義一2　田植時矧の作業計薗阜体表
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涯口利益係歓割約量・技筍係牧の必婁な部劣である
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